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市河三喜伝
英語に生きた男の
出自，経歴，業績，人生

Ａ 5判・514 頁・14300 円

神山孝夫〔著〕　一生を日本の英語英

文学研究の発展に捧げたわが国英語学

の祖、市河三喜の初の本格的伝記。現

存資料を網羅的に精査。図版多数。

研 究 社

四六判・168 頁・2420 円

ジョン・ミルトン作／道家弘一郎訳
『失楽園』の続編たる叙事詩を詳注とと

もに新訳で刊行。失われた楽園が、イエ

スにより取り戻される様を歌いあげる。

音羽書房鶴見書店

復楽園

日本英文学会第 97回全国大会

Ａ 5判・203 頁・2750 円

石井麻璃絵著　本書は、19世紀イギリス

のミドルクラスの女性がいかに移動性

を発揮し、空間とアイデンティティを確

立していくかを考察したものである。

金 星 堂

『ジェイン・エア』、『ヴィレット』、
『北と南』におけるモビリティ、

モダニティと空間

Ｂ６判・200 頁・2750 円

新名桂子・岩下いずみ・田中恵理編著
『ユリシーズ』の一体何がすごいのか

――この問いを、「愛」と「笑い」と

「革命」をキーワードに考察する。

金 星 堂

愛と笑いと革命の『ユリシーズ』

Ａ 5判・261 頁・3080 円

片平会編　個々の学術領域を越えて

「領域のかなた」の知見の追求を目的

とした、言語学、言語教育、文学（文

化）批評の専門家たちによる論集。

金 星 堂

領域のかなたに
横断する言語表象と再生をめぐって

Ａ5判・632 頁・7700 円

熊谷次紘訳・解題　ロミオとジュリエ

ット、ハムレット、オセロー、リア王、

マクベスの主要原話、材源をすべて網

羅して訳出し収録。

英 宝 社

シェイクスピア
五大悲劇原話集成

英 宝 社

四六判・236 頁・3740 円

臼井雅美編　オックスフォードが生ん

だ作家たちに光を当て、文学と社会の

関係性を描きながら、時代と共に変容

する文学的営みの本質に迫る。

オックスフォードと英文学

四六判・168 頁・2200 円

竹山友子・前原澄子・齊藤美和・西垣佐
理・中川千帆著　初期近代から20世紀

の文学作品を通して、性規範に縛られる

姿とそれに抗う試みを多角的に考察。

英 宝 社

ジェンダーロールの
呪縛と越境

Ａ 5判・236 頁＋別冊 60 頁・2530 円

薬袋善郎〔著〕　モームの『コスモポ

リタンズ』より４作品を収録。和訳・

英文構造図・丁寧な解説付き。英文

を深く味わう読み方を実感できる。

研 究 社

英語リーディングへの招待
モームの短編を原文で愉しむ

Ａ 5判・234 頁＋別冊 24 頁・2420 円

今井亮一・平沢慎也〔編・訳・解説〕
言語学と文学の専門家による、注釈も

斬新な読解テキスト。英文を余すとこ

ろなく読み解き味わうことができる。

研 究 社

スローでディープな英文精読
〈ことば〉を極限まで読み解く

四六判・300 頁・3300 円

野口啓子監修／池野みさお・山口ヨシ
子編著　伝統的に男性のものとされて

きた「冒険」をテーマに、アメリカ女

性作家 13 名の作品を読み直す。

彩 流 社

アメリカ文学にみる
女性冒険者たち

Ａ 5判・214 頁・2970 円

小松恭代著　日系アメリカ人作家ヨシ

コ・ウチダの人生に大きな影響を与え

た「強制収容」体験と彼女の作品、同

時代文学作品への影響を考察する。

彩 流 社

ヨシコ・ウチダの強制収容体験と
アメリカ児童・思春期文学

四六判・268 頁・3300 円

森本 光著　「脱中心」のキーワードで

読み解くポー作品批評集。本論を補完

すべく 3つのコラム、「楕円形の肖像」

ほか短編 4編の翻訳を付す。

彩 流 社

四六判・464 頁・3850 円

山岸邦夫著／上岡伸雄訳　不当な日系

カナダ人強制収容により、「影」として

日本に帰国せざるをえなかった一日本

人の心理的葛藤を描く歴史小説。

彩 流 社

影の帰還

四六判・504 頁・3960 円

武田悠一著　建国以来、アメリカを突

き動かしてきた〈無意識〉とは何か。

現在までおよそ 500年のアメリカの歴

史を、文学と映画を通して読み解く。

彩 流 社

文学と映画で読む 500年の歴史
アメリカの〈無意識〉

Ａ 5判・360 頁・4400 円

江頭理江・竹内勝徳・前田譲治編著
米国が体験してきた不安や恐怖、それ

らを克服する過程を作家はいかに描い

たのか、米国例外主義への批判を考察。

彩 流 社

アメリカ例外主義の展開とその方向性

アメリカ文学における
終末論的想像力

四六判・457 頁・4400 円

玉井暲著　ペイターとワイルドを中心

に、イギリス世紀末文学の言説空間の

特質をテクスト構造と言語意識に注視

して解明。その今日的意味を探る。

金 星 堂

イギリス世紀末文学の詩学
ウォルター・ペイターと
オスカー・ワイルド

新書判・370 頁・1980 円

君塚淳一・馬場聡・河内裕二編著
39 本のアメリカ映画を中心に、関連す

る作品も多数紹介。映画を通して「アメ

リカ」を理解するためのガイドブック。

金 星 堂

アメリカ映画とエスニシティ
だから映画はおもしろい

【増補版】
感情のカルチュラル・スタディーズ
―『スクリューティニ』の時代から

ニュー・レフト運動へ

四六判・360 頁・2420 円

山田雄三著　レイモンド・ウィリアム

ズの「感情構造」概念の紹介・解読か

ら、未だに色褪せないこの概念の優れ

た案内書として、新たな息を吹き込む。

開 文 社 出 版

四六判・168 頁・3300 円

伊東裕起著　アイルランド作家イェイ

ツは、どのように能楽や俳句、浮世絵

等の日本文化と向き合ったのか。思想

の深層や思索を深める過程に迫る。

開 文 社 出 版

白鳥と鏡
―イェイツと浮世絵、能楽、俳句

Ａ 5判・178 頁・2420 円

日本スペンサー協会編　16世紀英国の

詩人エドマンド・スペンサーの生涯と

作品を解説した手引き書。より深く学

びたい人のための必読書案内付き！

開 文 社 出 版

スペンサー・ハンドブック
―詩人と作品ガイド

四六判・570 頁・4950 円

森岡伸著　世紀末の混迷の時代を生き

た批評家ウォルター・ペイターの精神

の基層に分け入り、そのヴィジョンを

支配した科学と夢想の射程を問う。

開 文 社 出 版

ウォルター・ペイターを読む
―科学、錬金術、スピリトゥス

Ａ 5判・226 頁・3300 円

永盛明美著　詩と後期小説を分析し、

男性作家の「眼差し」を通して女性

像と性のイデオロギー、内面的葛藤

を読み解く。

英 宝 社

眼差しの詩学
トマス・ハーディに見る
ジェンダー表象の一側面

四六判・340 頁・2750 円

依藤道夫・三浦朝子訳　南部色豊かな

作品を厳選し、暴力や人種差別など重

いテーマを通して人間の真実と普遍的

な光を探求する珠玉の作品群。

英 宝 社

フォークナー作品集
南部の苦悩

四六変型判・316 頁・3080 円

チャールズ・ウィリアムズ著／横山茂
雄訳　異形の〈天使〉たちが降臨し平

穏な田舎町を恐怖と混沌が襲う――希

代の幻視者による幻想小説の傑作。

国 書 刊 行 会

ライオンの場所

英
文
学
と
い
う
古
く
て
新
し
い
観
念
史

高

山
　

宏

　

高
山
宏
が
東
大
助
手
を
二

年
務
め
て
東
京
都
立
大
学
英

文
学
科
に
職
を
得
た
の
は
二

十
七
才
の
時
で
す
か
ら
齢

よ
わ
い

七

十
七
の
今
、
「
専
門
英
文
学
」

と
称
し
て
き
た
の
も
五
十
年

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
就
職

と
全
く
同
時
に
日
本
英
文
学

会
全
国
大
会
で
「
英
文
学
に

於
る
綺

コ
ン
シ
ー
ト想

」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
由
良
君
美
氏
が
仕
切
っ
た

企
画
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人

と
し
て
加
わ
っ
た
か
ら
、
英

文
学
会
と
の
お
付
合
い
も
ま

た
、
丁
度
五
十
年
。
何
か
の

因
縁
と
、
此こ

た

び度
そ
の
学
会
で

の
纏ま

と

め
の
講
演
を
お
引
受
け

致
す
こ
と
に
し
た
。
右
シ
ン

ポ
で
僕
、
持
ち
時
間
を
大
幅

に
オ
ー
ヴ
ァ
ー
す
る
大
ポ
カ

を
や
っ
て
全
国
的
に
苦
笑
を

買
っ
た
の
が
躓

つ
ま
づ

き
と
な
っ
て

（
？
）
、
以
降
英
文
学
会
と
の

お
付
合
い
は
な
い
。
教
え
子

の
依
頼
と
い
う
こ
と
で
地
方

支
部
会
に
は
顔
を
出
し
た
こ

と
が
数
度
あ
っ
た
が
、
客
席

に
高
山
先
生
が
と
い
っ
て
コ

メ
ン
ト
等
求
め
ら
れ
て
い
や

に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
時
に

し
た
コ
メ
ン
ト
が
元
で
随
分

良
い
お
仕
事
を
さ
れ
た
方
も

お
ら
れ
る
の
で
、
勿
体
な

い
、
も
う
少
し
素
直
に
学
会

に
人
脈
を
つ
く
っ
て
い
た
ら

良
か
っ
た
（
か
な
）
。

論
」
な
る
新
領
域
が
自
分

の
掌
中
に
立
ち
上
る
に
到

っ
た
。
世
間
で
は
美
術
史

家
と
し
て
少
し
は
名
の
通

る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
。
飽
き
か
か
っ
て
い
た

英
文
学
が
、
マ
ニ
エ
リ
ス

ム
英
文
学
と
い
う
こ
と
で

見
事
に
蘇
っ
て
も
き
た
。

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
有
難
う
、

ロ
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
有

難
う
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

も
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
！

　

『
西
洋
思
想
大
事
典
』

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
呼

吸
を
体
得
で
き
て
了
う
秀
れ

も
の
だ
。
大
学
の
中
で
、
そ

し
て
つ
ま
り
は
社
会
の
中
で

文
学
の
位
置
付
け
に
悩
み
、

ま
し
て
や
そ
れ
を
、
文
学
畑

で
は
な
い
学
生
た
ち
に
教

え
、
考
え
て
も
ら
お
う
と
気

を
配
る
感
心
な
皆
さ
ん
に
は

今
更
な
が
ら
一
読
を
勧
め

る
。
今
次
大
会
の
シ
ン
ポ
や

研
究
発
表
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

一
読
す
る
に
ナ
イ
ー
ヴ
な
が

ら
そ
う
い
う
文
学
教
育
の
根

　

二
十
年
ほ
ど
英
文
学
の
研

究
者
が
つ
と
ま
っ
て
い
た
が

正
直
飽
き
た
。
助
手
時
代
、

強
い
縁

え
に
し

で
結
ば
れ
た
由
良
先

生
の
案
内
で
手
を
染
め
、
す

っ
か
り
夢
中
に
な
っ
た
ヒ
ス

ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ

ア
ズ
（
観
念
史
）
が
命
が
掛

る
ほ
ど
好
き
に
な
っ
た
挙

句
、
一
九
九
〇
年
に
こ
の
超

領
域
に
百
学
を
連
環
さ
せ
る

ド
イ
ツ
系
の
文
化
史
・
思
想

史
の
総
括
的
大
事
典
を
『
西

洋
思
想
大
事
典
』
全
五
巻
と

し
て
平
凡
社
か
ら
刊
行
し

た
。
初
心
通
り
監
修
由
良
君

美
名
で
出
せ
て
い
た
ら
、
世

界
中
の
ス
ー
パ
ー
ス
カ
ラ
ー

を
総
結
集
し
な
が
ら
全
巻
英

語
で
も
あ
り
、
日
本
英
文
学

会
（
界
）
の
誇
り
と
も
な
っ

た
筈
の
大
企
画
で
あ
っ
た
。

文
理
百
学
の
総
合
事
典
と
い

う
こ
と
で
、
完
備
し
た
参
照

指
示
に
従
っ
て
引
く
う
ち
に

哲
学
も
社
会
学
も
、
人
類
学

も
図
像
学
も
何
区
別
な
く
或

る
ア
イ
デ
ィ
ア
、
或
る
対
象

底
を
再
考
し
よ
う
と
い
う
企

画
が
散
見
さ
れ
る
の
は
心
強

い
限
り
で
あ
る
。

　

「
観
念
史
」
の
中
で
の

（
英
）
文
学
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
に
め
ざ
め
た
僕
は
既
製

の
、
危
な
気
な
い
英
文
学
に

飽
き
た
。
当
然
の
よ
う
に

「
ウ
ッ
ト
・
ピ
ク
ト
ゥ
ー
ラ

・
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
（
図
像
と

一
体
化
し
て
い
く
文
学
言

語
）」
の
「
観
念
」
を
差
し

当
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、

す
る
と
自
前
の
「
視
覚
文
化

の
最
も
雄
弁
な
ス
ポ
ー
ク

ス
・
マ
ン
（
ウ
ー
マ
ン
）

は
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ニ
コ

ル
ソ
ン
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
の
大
学
女
性
博
士
号
の

第
一
号
と
し
て
心
か
ら
尊

敬
し
て
い
る
。
女
史
は
一

六
六
〇
年
に
成
立
し
た
ロ

ン
ド
ン
王
立
協
会
を
舞
台

に
天
文
学
、
地
質
学
、
医

学
…
…
が
重
層
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
稀
有
な
状
況

を
名
著
を
連
発
し
な
が
ら

明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。

『
失
楽
園
』
と
『
天
路
歴
程
』

く
ら
い
し
か
思
い
つ
か
な
い

こ
の
王
立
協
会
創
成
の
半
世

紀
が
突
然
の
よ
う
に
デ
フ
ォ

ー
と
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行

記
』
を
生
む
が
、
全
然
突
然

で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

デ
フ
ォ
ー
、
と
言
え
ば
リ

ア
リ
ズ
ム
。
一
体
「
リ
ア

ル
」
と
は
何
か
、
そ
れ
が
一

六
〇
一
年
よ
り
前
に
英
語
に

は
存
在
し
な
い
の
は
何
故
な

の
か
。
リ
ア
ル
を
も
っ
と
今

風
に
言
え
ば
「
フ
ァ
ク
ト
」

日
本
英
文
学
会
第
九
七
回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

日
本
英
文
学
会
第
九
七
回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

「
フ
ァ
ク
チ
ャ
ル
」。

そ
う
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
お
得
意
の

詐
欺
・
大
法
螺
文
化

は
王
立
協
会
の
一
六

六
〇
年
代
英
文
学
・

英
国
文
化
に
そ
の
根

を
持
つ
。
０
・
１
バ

イ
ナ
リ
ー
表
記
の
「
普
遍
言

語
」
も
そ
れ
と
死
ぬ
ほ
ど
相

性
の
良
い
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

経
済
も
皆
、
一
六
六
〇
年
代

王
立
協
会
の
大
発
明
。
同
時

代
英
文
学
が
「
道
」
に
狂

い
、「
詐
欺
」
に
溺
れ
た
と

し
て
何
の
不
思
議
が
？　

遠

い
国
の
古
い
歴
史
の
話
じ
ゃ

あ
な
い
。
二
十
一
世
紀
、
き

み
、
あ
な
た
の
地
獄
な
ん
じ

ゃ
な
い
の
か
な
。（
た
か
や

ま
・
ひ
ろ
し
＝
観
念
史
翻
訳

・
學
魔
）

Ａ 5判・528 頁・5500 円

日本バイロン協会編著・編集主幹田吹
長彦　初期の構想より 10 年余の歳月

を費やして刊行する 18 名の執筆者を

擁した本格的事典。カラー図版 32 頁。

音羽書房鶴見書店

バイロン事典

四六判・240 頁・2750 円

塩谷清人著　英国の作家サミュエル・

リチャードソン（1689-1761）が著した、

『パミラ』と並ぶ代表作の長編書簡体小

説『クラリッサ』の魅力を伝える評論。

音羽書房鶴見書店

『クラリッサ』を読む、
時代を読む

Ａ 5判・400 頁・4620 円

植月惠一郎・山木聖史編著　17 人の筆

者が、感染症、戦争、環境、ジェンダー、

宗教など、「危機」をテーマとした、ある

いは関連した英米文学作品を論じる。

音羽書房鶴見書店

英米文学における
〈危機〉を読み解く
ダモクレスの剣の変容

Ａ 5判・292 頁・3850 円

吉田一穂・藤原愛・横山孝一編著　英米

文学・文化・教育の視点から人種・民族

を12 人が論じる。多文化主義や共生を

考えるきっかけとなることを意図した。

音羽書房鶴見書店

人種と民族を考える十二章
英米文学・文化・教育の視点から

Ａ 5判・536 頁・5500 円

山田豊著　ブロンテ3姉妹の長姉シャー

ロットの秘めた愛の伝記的事実を書簡

を中心に考証しつつ、長編4部作を綿密

に読み、創作のエネルギーの源を考察。

音羽書房鶴見書店

炎の作家シャーロット・ブロンテ
秘めた愛の自叙伝

脱中心の詩学
エドガー・アラン・ポーの比類なき冒険

東京大学本郷キャンパス
5/31（土）・6/1（日）

　

二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日（
土
）・
六
月
一
日（
日
）、
日
本
英
文
学
会
第
九
七
回
全
国
大
会
が
東
京
大
学
・
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
全
国

大
会
開
催
を
機
に「
英
米
文
学
／
研
究
書
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
、
各
社
お
薦
め
の
書
籍
を
紹
介
。
ま
た
特
別
講
演
に
登
壇
さ
れ
る
高
山
宏
氏
に
本
大
会
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
発
表
に
参
加
す
る
若
手
研
究
者
に
は
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。（
編
集
部
）

（6）第３５９１号（昭和24年10月28日第三種郵便物認可）202５年〔令和7年〕5月30日（金曜日）


